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Ⅲ．住民が情報を適切に理解するための取組 
 

種  別 Ⅲ－１．水害に関する講演会・勉強会等の開催 

細  別 住民向け講演会・勉強会等の開催 

事  例 
住民向け講演会・勉強会の開催（水害協による取組） F-01

－ 

概  要 
防災情報の適切な理解、風水害への日頃からの備え、避難の重要性、地域の防災リーダー

の役割等を住民に理解してもらうために開催するものである。 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 
（効果） 

・講演会や勉強会では、市町が住民に理解頂きたい内容を伝えることができる。 

・住民が情報を適切に理解することで、自助・共助の向上にもつながる。 

・地域特性や想定できる災害を住民が共有できる。 

テーマ： 

風水害の基礎知識と家庭でできる日頃の備え 

 

テーマ： 

地域の防災リーダーを目指して～水害編～ 

テーマ： 

水害のこわさと安全な避難の方法を知ろう 

テーマ： 

自主防災組織の必要性や自助・共助による 

防災リーダーの役割、災害時の心得 
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Ⅲ．住民が情報を適切に理解するための取組 
 

種  別 Ⅲ－１．水害に関する講演会・勉強会等の開催 

細  別 住民向け講演会・勉強会等の開催 

事  例 
地域防災推進員育成研修会等の開催（枚方市による取組） F-02

－ 

概  要 

地域防災推進員とは、地域における防災対策の重要性を地域全体に普及させる役割を担

い、いざという時に自助、共助の精神で人命救助や応急消火等を行える人材を育成し、地

域防災力を向上することを目的に開催するものである。 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 
（効果） 

・講習会、実技演習を経験することで、自助・共助の向上、地域防災力の向上につながる。

・地域防災リーダーの育成につながる。 

地域防災推進員育成研修会 
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Ⅲ．住民が情報を適切に理解するための取組 
 

種  別 Ⅲ－１．水害に関する講演会・勉強会等の開催 

細  別 住民向け講演会・勉強会等の開催 

事  例 
クロスロードゲームの開催（水害協による取組） F-03

－ 

概  要 
避難時に関連した問題を提示し、住民はその時どうするのかを考え、参加者の様々な意見

の共有や避難の重要性を学ぶために開催するものである。 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 
（効果） 

・あらためて避難時の行動について考えることができる。 

・自分が思いもよらなかった考えに気づけ、楽しみながら色々な住民の意見を共有できる。

・参加した災害経験者から当時の話を聞くことができ、若い世代に災害を継承することが

できる。 
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Ⅲ．住民が情報を適切に理解するための取組 
 

種  別 Ⅲ－２．訓練・マップ作成などの取組 

細  別 まるごとまちごとハザードマップの普及 G-01

事  例 
まるまち標識の設置 

－ 

概  要 
地域において洪水の危険性を実感できるよう、居住地域をまるごとハザードマップと見立

て、生活空間である”まちなか”に水防災にかかわる情報を表示した取組の一つである。

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 
（効果） 

・日常時に洪水への意識を高めることができる。 

・発災時には安全かつスムーズな避難行動につながる。 

・浸水深や避難所等の知識の普及につながる。 

設置イメージ

記号
まるごとまちごとハザードマップ標識（略し
て「まるまち標識」）は全国共通の統一的
な図記号を用いています。

設置状況：大山崎町 

設置状況：八幡市
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Ⅲ．住民が情報を適切に理解するための取組 
 

種  別 Ⅲ－２．訓練・マップ作成などの取組 

細  別 マイ防災マップの普及 

事  例 
マイ防災マップの作成（水害協、京田辺市、久御山町による取組） G-02

http://www.yodogawa.kkr.mlit.go.jp/activity/comit/kyogikai/kizuki/docs/H-01.pdf 

概  要 

市町の地域特性や河川の氾濫特性を勘案した上、住民がまち歩きにより危険箇所等を確認

し、住民が主体となって安全な避難ルートや避難方法を話し合い、安全な避難行動の実現

に向けた取組の一つである。 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 
（効果） 

・マップの作成過程を経ることで、住民は水害への備えや避難時の自助・共助の意識が高

まる。 

・地域（自治会単位等）が一体となり、地域防災力の向上につながる。 

・マイ防災マップを作成された自治会では多くの住民が避難された。 

安全な避難ルートの話し合い

まち歩きの状況 
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Ⅲ．住民が情報を適切に理解するための取組 
 

種  別 Ⅲ－２．訓練・マップ作成などの取組 

細  別 防災・避難訓練 

事  例 
災害図上訓練（DIG） G-04

－ 

概  要 

・DIG とは参加者が地図を囲んで書き込みを行い、楽しみながら行う図上訓練である。 

・DIG を通して地域に起こりうる災害像をより具体的にイメージし、その後、取るべき

行動等について住民と行政が共に考えるために開催するものである。 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント 
（効果） 

・地域に起こりうる災害を住民自らがイメージできる。 

・命を守るための知識を習得できる。 

・自らが地域に伝えていく力が備わる。 
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